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● 基礎製図

1 線（種類・太さ）
作図上の線の太さの規定はとくにないが、めりはりのある、審査員にアピールできる図面を
描くために、線の濃さ・太さを使い分ける必要がある。

〔作図上の主要な線〕
①実線（太線）：断面線、ガラスの線、ＧＬ線
②実線（中線）：寸法線、外形線、引き出し線、家具・設備機器等
③仮線：壁の中心線などがわかるように、細く薄く記入する線

ポイント ①仮線➡�シャープペンシルの少し上の方を軽く持ち、力を入れずシャープペンシ
ルの重さだけで、素早く線を引く。

②中線➡�シャープペンシルをしっかり持ち、斜めに傾け、やや速くしっかり線を
引く。手首は動かさずに肘で線を引く。シャープペンシルを半回転ほど
回しながら引く。

③太線➡�シャープペンシルをしっかり持ち、直角に立て力強くゆっくりと線を引
く。手首は動かさずに肘で線を引く。シャープペンシルは回さない。

〔その他の線〕
④点線・破線：�隠れ線、地下部分の表示、上部吹抜又はトップラ

イトなどの表示
⑤一点鎖線：�中心線、隣地境界線（太く）、防火シャッターなど
⑥破断線：部分切断位置（平面図の階段の省略線）

中線の描き方

右利きー右に半回転
左利き―左に半回転

均一な太さ：シャープな線

太さが均一でない×

回転させながら描く

太線の描き方

斜め強い力を加え
ると芯が折れる

太さが均一

垂直に立て、
上から力を加える

×

芯の太さそのものが線になる
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2 線の描き方
①実線：線の太さが均一であること
②線の交わり：線がきちんと交わっている
③点線・破線：線と線の空きが均一である
④一点鎖線：点と線の空きが揃っている

3 寸法線・寸法の数値の記入
①�寸法線は、面積計算できるように最低２方向（ＸＹ方向）に
記入する。
②寸法の表示単位は、原則㎜単位とし、単位記号は付けない。
③寸法線の端には玉止め（黒丸）、矢印、斜線をつける。
④�寸法の記入方法は、寸法補助線を引き出して寸法線を入れ、
寸法線に沿って図面の下又は右から読めるように、寸法線の
上に横書きとする。

4 文字
①高さは、室名等は約４㎜、什器、補足事項、寸法等は約３㎜とし、高さ・大きさを揃える。
②横方向の文字は水平に、縦方向の文字は角度を揃えて書く。

大文字
（約４㎜。室名等）

小文字
（�約３㎜。什器、寸
法、補足事項等）

8,000

7,
00
0
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5 平面図の表現

項　目 表　現

柱・壁

※壁厚は心々1.2㎜で、均一に描けるようにする。
※柱は3.5㎜または４㎜角のテンプレートを使う。

窓一般

※ガラスは太線、窓枠は中線。

出入口一般
両開き戸
片開き戸

防火戸、
防火シャッタ
ー

スロープ

エレベーター

煙突、
設備シャフト

（Ｓ＝1/200）
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項　目 表　現

便所
（�便器、洗面
台など）

駐車スペース

駐輪スペース

樹木、植栽

（Ｓ＝1/200）
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項 目 表　現

利用者
用階段
（※）

●長さ７ｍ（階高４ｍ）　 幅員1,400㎜以上、けあげ160㎜以下、踏面300㎜以上。
　　　　　　　　　　　　4,000㎜ /160㎜＝25段以上必要。図は26段の例。

●長さ６ｍ（階高４ｍ）　 幅員1,400㎜以上、けあげ160㎜以下、踏面300㎜以上。
　　　　　　　　　　　　4,000㎜ /160㎜＝25段以上必要。図は26段の例。

管理用
階段
（※）

●長さ５ｍ（階高４ｍ）　 幅員1,200㎜以上、けあげ200㎜以下、踏面240㎜以上。
　　　　　　　　　　　　4,000㎜ /200㎜＝20段以上必要。

（※）�利用者用はバリアフリー法の円滑化誘導基準に基づいた階段、管理用は基準法に対応
した階段である。

（Ｓ＝1/200）

※段数の値は記入しなくてよい


